
の
か
」
「
先
生
の
研
究
は
こ
の

先
ど
ん
な
方
向
に
進
ん
で
い
く

の
か
」
な
ど
と
質
問
し
、
自
分
の

進
路
の
糧
に
し
よ
う
と
努
め
て

い
た
。

　
江
崎
玲
於
奈
賞
は
茨
城
県
が

推
進
す
る
科
学
技
術
立
県
の
象

徴
で
、
茨
城
県
科
学
技
術
振
興

財
団
が
主
催
、
茨
城
県
が
共
催
。

関
彰
商
事
の
関
正
夫
会
長
が
「
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
で
筑
波
大
学

長
も
務
め
た
江
崎
氏
を
顕
彰
す
る
と

と
も
に
、
科
学
技
術
立
県
の
推
進
に

貢
献
し
た
い
」
と
尽
力
し
、
２
０
０
３

年
に
創
設
さ
れ
た
。
同
社
は
第
１
回

か
ら
協
賛
し
、
受
賞
者
に
贈
ら
れ
る

副
賞
の
賞
金
を
提
供
。
高
校
生
の
見

学
会
は
14
年
の
第
11
回
か
ら
実
施
さ

れ
て
お
り
、
県
科
学
技
術
振
興
財
団

に
よ
る
と
「
最
先
端
研
究
に
接
す
る

機
会
を
県
内
の
高
校
生
た
ち
に
提
供

し
た
い
」
と
す
る
関
正
樹
社
長
の
発

案
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
講
話
に
耳
を

傾
け
る
高
校
生
た
ち
に
対
し
、
平
川

教
授
は
「
科
学
は
芸
術
に
似
て
、
自
ら

の
価
値
観
で
方
向
を
見
出
す
。
そ
の

た
め
に
は
若
い
時
か
ら
審
美
眼
や
セ

ン
ス
を
磨
く
こ
と
が
重
要
」
「
昨
日

よ
り
今
日
の
自
分
は
進
歩
し
て
い
る

か
を
自
ら
に
問
い
か
け
て
ほ
し
い
。

そ
の
毎
日
が
何
年
も
し
て
大
き
な
成

果
に
つ
な
が
る
」
と
研
究
者
の
心
構

え
を
説
い
た
。

　
見
学
後
の
昼
食
会
で
、
高
校
生
ら

は
自
己
紹
介
し
な
が
ら
平
川
教
授
と

歓
談
。
「
研
究
者
に
と
っ
て
海
外
留

学
は
重
要
か
」
「
先
生
は
学
生
と
し

て
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た

究
室
」
を
訪
ね
、
平
川
教
授
か
ら
研
究

に
関
す
る
説
明
や
、
研
究
室
の
案
内

を
受
け
た
。

　
平
川
教
授
は
量
子
物
理
学
や
ナ
ノ

サ
イ
エ
ン
ス
を
志
し
た
動
機
や
米
国

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
へ
の
留
学
体
験

談
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
在
進

め
て
い
る
「
極
限
ナ
ノ
構
造
を
用
い

た
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
作
成
と
物
理
」「
半

導
体
量
子
ナ
ノ
構
造
を
用
い
た
テ
ラ

ヘ
ル
ツ
光
検
出
と
発
生
デ
バ
イ
ス
」

な
ど
の
研
究
内
容
を
紹
介
。
研
究
室

で
は
自
ら
解
説
し
な
が
ら
、
超
真
空

中
で
原
子
層
の
結
晶
を
形
成
す
る
装

置
や
結
晶
を
デ
バ
イ
ス
化
す
る
装
置

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
平
川
教
授
は
広
島
県
出
身
の
58

歳
。
ナ
ノ
構
造
の
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
を
計

測
す
る
先
駆
的
研
究
を
行
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
現
象
の
解
明
や
デ
バ
イ
ス
研

究
で
世
界
を
先
導
。
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
は

電
波
と
光
の
性
質
を
併
せ
持
つ
電
磁

波
で
、
物
質
科
学
や
電
子
工
学
に
加

え
医
学
や
、
生
物
学
へ
の
活
用
が
期

待
さ
れ
る
。

　
「
高
校
生
に
よ
る
第
15
回
江
崎
玲

於
奈
賞
受
賞
者
研
究
室
の
見
学
会
」

は
昨
年
12
月
15
日
に
開
催
。
土
浦
一

高
、
竹
園
高
、
並
木
中
等
教
育
学
校
、

古
河
中
等
教
育
学
校
、
茗
溪
学
園
高

の
生
徒
た
ち
が
東
京
都
目
黒
区
の
東

京
大
学
生
産
技
術
研
究
所「
平
川
研

　
関
彰
商
事（
本
社
つ
く
ば
・
筑
西
市
、
関
正
樹
社

長
）
は「
芽
」
を
育
む
。
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
分
野
で
世
界
的
業
績
を
挙
げ
た
研
究
者
に

贈
ら
れ
る
江
崎
玲
於
奈
賞
を
協
賛
し
毎
年
、
高
校

生
が
受
賞
者
の
研
究
に
接
す
る
見
学
会
を
茨
城
県

科
学
技
術
振
興
財
団
と
と
も
に
開
催
。今
回
は「
テ

ラ
ヘ
ル
ツ
技
術
の
開
拓
に
よ
る
ナ
ノ
構
造
の
電
子

物
性
解
明
の
先
導
的
研
究
」
で
第
15
回
の
同
賞
を

受
賞
し
た
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
の
平
川
一

彦
教
授
を
県
南
西
地
区
の
12
人
が
訪
問
し
た
。「
昨

日
よ
り
今
日
の
自
分
は
進
歩
し
て
い
る
か
。
そ
の

積
み
重
ね
が
大
き
な
成
果
に
つ
な
が
る
」
と
の
平

川
教
授
の
言
葉
に
刺
激
を
受
け
、
高
校
生
ら
は
芽

生
え
た
科
学
へ
の
好
奇
心
を
膨
ら
ま
せ
た
。

土浦一高１年　岡﨑翔吾さん

　私が今回の見学で感じたことは大

きく分けて二つあります。一つは自

分をよく知ることの大切さです。二

つ目は自分のしたいことを突き詰め

る人生が最も素晴らしい生き方と言

えるかもしれないということです。

平川先生の話を聞いているうちに、

先生の声やしゃべり方から、研究へ

とても熱心であることを感じ取るこ

とができ、一日中自分の好きなこと

へ熱中することに憧れを持ちまし

た。私も先生のように、熱中できるこ

とを行なって人生を送りたいと思い

ました。

竹園高１年　髙橋一騎さん
　今日の科学技術の進歩に驚きまし

た。科学実験などもこれからは分子

の中に極を作り「一個の分子で化学

を」する時代となっていく、つまりナ

ノの世界で化学していくことになる

ことに非常に興味深く思いました。

科学は芸術と似て、自分で目標を定

め、そこに向かって突き進む。そのた

めには高校生の今のうちから確実に

勉強を積み重ね、さまざまなものや

考えに触れ、自分の意見を持ち、考え

ながら生きていくことが大切だと思

いました。

古河中等教育校４年　小島雅也さん

　研究者になるために重要な心構え

は研究に限らないほどに普遍的であ

り、使える人や場面の多いことだと

感じ、今後の行動の参考になるもと

思いました。優れた研究者と会うこ

とは良い刺激になるという話があり

ましたが、今回の研究所見学は自分

に対して刺激を与えるものとなり、

また、このように研究に触れること

ができる機会が他にもあるのではな

いかと探し始めることの動機ともな

りました。

並木中等教育校４年　綿引悠人さん

　科学と技術の違いとして、技術は

世の中の価値観によって方向を見出

すことができるが、科学は芸術のよ

うに自分の価値観で方向を見出すし

かないので、自分のセンスを養うこ

とが大事だということを知ったの

で、自分で価値観がわかるようにし

ていきたい。研究は一つひとつ確実

なものを積み重ねていき、間違えが

ないようにすることが大事だという

ことを知りました。

茗溪学園高２年　髙橋慧さん
　留学生の方が英語で説明してくだ

さり、これから大学に行くと、文系で

なくても英語は大切なのだなと思い

ました。他校の生徒さんと共に見学

が出来たのも、良い経験になったと

思います。同年代で、レベルの高い

方々と過ごせたのは、良い刺激にな

りました。元々、理系の分野の中でも

特にどの分野が好きなのか迷ってい

る中で参加しましたが、今回の見学

は、これからの進路を考える良い機

会になったと思います。また、研究者

になりたいという気持ちを強くさせ

てくれました。将来、このような場所

で研究活動ができるように、これか

らもさらに頑張っていきたいと思い

ます。

「
昨
日
よ
り
自
分
は
進
歩
し
た
か
」

高校生の“科学の芽”を育む
関彰商事「

江
崎
賞
」平
川
教
授
を
訪
問

熱中できる人生送りたい／ナノの世界に興味 見学を終えて

平川一彦教授（中央）とオフィスで記念撮影する高校生たち

平川一彦教授から研

究室で説明を受ける

中国人研究員からの英

語の説明に耳を傾ける

研究室でクリーンスーツに身を包む高校生たち

企画制作・茨城新聞社営業局

見学を前に研究

について解説す

る平川一彦教授

▼


